
平成30年度　裾野市歳入歳出予算の概要

◎各種会計予算総括表 (単位：千円)

平成30年度 平成29年度 増減額 増減率

一般会計 20,800,000 20,280,000 520,000 2.6%

特別会計 8,613,099 10,697,950 △ 2,084,851 △19.5%

国民健康保険 4,733,000 5,674,000 △ 941,000 △16.6%

後期高齢者医療事業 537,000 503,000 34,000 6.8%

介護保険 3,249,000 3,290,000 △ 41,000 △1.2%

土地取得 339 450 △ 111 △24.7%

十里木高原簡易水道 47,360 45,300 2,060 4.5%

下水道事業 0 1,136,000 △ 1,136,000 ―　

墓地事業 46,400 49,200 △ 2,800 △5.7%

水道事業会計 1,293,000 1,182,000 111,000 9.4%

下水道事業会計 1,513,127 0 1,513,127 ―　

　総　　　合　　　計 32,219,226 32,159,950 59,276 0.2%

（注）水道事業会計・下水道事業会計は、収益的支出額と資本的支出額の合計額を記載

◎一般会計　歳入歳出予算　　

〇予算編成の基本的な考え方

〇予算額増減の主な要因

区　　　分 平成30年度平成29年度 増減額 増減率 中期財政計画

一般財源額 13,681,822 13,450,843 230,979 1.7% 13,351,593

うち財政調整基金取崩額 981,116 910,500 70,616 7.8% 864,330

　主な増減理由

植栽事業の完了によるもの

下和田第1ﾀﾝｸ設置による増など

制度改正に伴う減

後期高齢者医療対象者の増などによ
るもの

施設整備補助の減などによるもの

積立金の減によるもの

事業債の元金償還開始によるもの

公営企業法適用により、特別会計から
公営事業会計への変更

地方公営企業法適用により、特別会
計から事業会計への変更

　平成30年度当初予算は、既存事業に対し各部局の徹底した歳出構造改革を求め、事業の見直しや統合により一般
財源の縮減を求めた。また「地方創生関連事業」をはじめとする、「住みたいまち裾野」のまちづくり“共生”、すべての
起点となるひとづくり“共育”、まちやひとを豊かにする産業づくり“共栄”の柱を実現するための「将来投資事業」、「主
要事業」については、別枠予算を確保し、「富士山の裾野　田園未来都市　すその」の実現に向けた予算編成を行っ
た。

・主な増額：JR岩波駅ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化整備事業、民間保育施設整備促進事業、高校生等医療費助成事業、放課後児童
室民間委託事業、特定防衛施設道路整備事業、小学校校舎耐震事業、鈴木図書館駐車場整備事業など
・主な減額：深良地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ改修事業、国民健康保険特別会計繰出金、裾野赤十字病院施設整備費補助金、
裾野市長泉町衛生施設組合負担金、勤労者住宅建設資金、集会所建設事業など
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歳入の主な増減

区　　　分 平成30年度平成29年度 比較増減 増減率

○市税 10,338,600 10,159,000 179,600 1.8%

・個人市民税 3,201,500 3,238,531 △ 37,031 △1.1%

・法人市民税 1,217,700 1,021,018 196,682 19.3%

・固定資産税 5,046,400 5,000,170 46,230 0.9%

　　土地 1,762,000 1,758,000 4,000 0.2%

　　家屋 1,835,000 1,906,000 △ 71,000 △3.7%

　　償却資産 1,400,000 1,282,000 118,000 9.2%

・市たばこ税 341,100 366,000 △ 24,900 △6.8%

・都市計画税 404,000 409,096 △ 5,096 △1.2%

114,341 110,976 3,365 3.0% 私立保育園保育料の増

804,083 845,347 △ 41,264 △4.9% 幼稚園使用料の減

○国庫支出金 2,598,612 2,554,009 44,603 1.7%

○県支出金 1,002,731 1,000,770 1,961 0.2%

○寄附金 22,001 61,391 △ 39,390 △64.2%

○繰入金 1,403,418 1,061,902 341,516 32.2%

○諸収入 937,594 1,008,117 △ 70,523 △7.0%

○市債 1,469,600 1,464,600 5,000 0.3%

市債内訳

・福祉保健会館改修事業費 105,200 84,300 20,900 24.8%

・道路新設改良費 224,600 227,700 △ 3,100 △1.4%

・橋梁維持費 110,600 112,900 △ 2,300 △2.0%

・社会資本整備総合交付金事業費 92,100 128,200 △ 36,100 △28.2% 補助金の交付見込による

・土地区画整理事業 120,700 200,500 △ 79,800 △39.8% 起債対象事業費の減

・富岡第二小学校屋内運動場
危険改築事業費

37,200 0 37,200 皆増 富岡第二小学校屋内運動場改築

・臨時財政対策債 222,000 0 222,000 皆増 普通交付税交付団体を見込むため

・減収補てん債 0 310,000 △ 310,000 皆減 法人市民税の減収を見込まないため

福祉保健会館改修事業

起債対象事業費の減

起債対象事業費の減

集会所建設に係る寄附金の減など

財政調整基金、都市施設建設基金繰
入金の増など

労働金庫貸付金（過年度分）の減など

○分担金及び負担金

○使用料及び手数料

実績見込による減

企業業績見込による増

評価替えによる減

（単位：千円）

主な増減理由

設備投資の実績見込による増

実績見込による減
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歳出の主な増減

〇目的別経費 （単位：千円）

平成30年度平成29年度 増減額 増減率

・総務費 2,278,102 2,367,409 △ 89,307 △3.8%

・民生費 6,194,778 5,834,262 360,516 6.2%

・衛生費 2,349,394 2,436,930 △ 87,536 △3.6%

・労働費 529,221 591,904 △ 62,683 △10.6%

・農林水産業費 334,553 393,343 △ 58,790 △14.9%

・商工費 219,427 225,903 △ 6,476 △2.9%

・土木費 3,141,942 3,032,950 108,992 3.6%

・消防費 877,741 870,531 7,210 0.8%

・教育費 2,660,795 2,400,435 260,360 10.8%

〇性質別経費 （単位：千円）

平成30年度 平成29年度 増減額 増減率

･人件費 3,081,034 3,111,009 △ 29,975 △1.0%

・扶助費 3,865,270 3,817,068 48,202 1.3%

・物件費 3,869,646 3,839,798 29,848 0.8%

・補助費等 2,460,547 2,305,975 154,572 6.7%

・投資、出資、貸付金 770,045 580,260 189,785 32.7%

・繰出金 1,296,885 1,528,345 △ 231,460 △15.1%

・普通建設事業費 3,086,502 2,928,065 158,437 5.4%

(1）補助事業費 941,402 1,017,341 △ 75,939 △7.5%

(2）単独事業費 2,145,100 1,910,724 234,376 12.3%

地方債及び基金　年度末現在高見込み （単位：千円）

平成30年度平成29年度 増減額 増減率 市民 1人あたり(単位：円）

地方債 19,142,435 19,475,482 △ 333,047 △1.7%

基金 7,222,819 8,363,604 △ 1,140,785 △13.6%

　うち財政調整基金 3,833,771 4,558,487 △ 724,716 △15.9%

　うち都市施設建設基金 1,679,978 2,017,278 △ 337,300 △16.7%

平成30年1月1日現在　住民基本台帳人口 52,484 人

364,729

137,619

73,046

32,009

ﾍﾙｼｰﾊﾟｰｸ裾野改修費、鈴木図書館
駐車場整備事業の増など

指定管理事業費の増、賃金の減など

民間保育施設整備促進事業費の増な
ど

下水道事業繰出金の一部を出資金へ
振替えたことによる増など

下水道事業繰出金の一部を出資金へ
振替えたことによる減など

JR岩波駅ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化整備事業費の増
など

社会資本整備事業交付金等の国庫補
助対象事業費の減など

　主な増減理由

再任用職員の減など

特定防衛施設道路整備事業費、裾野
駅周辺整備事業費の増など

非常備消防車両整備事業費の増など

深良小・富岡第一小校舎耐震・長寿命
化改修事業費の増など

自立支援給付費の増など

裾野赤十字病院施設補助金、一部事
務組合負担金の減など

勤労者住宅建設資金助成制度の改正
に伴う減

集会所建設事業費の減など

住宅建設等促進事業補助金、企業立
地促進事業費補助金の減など

　主な増減理由

深良地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ改修事業費、
県防災訓練費の減など

民間保育施設整備促進事業、ﾍﾙｼｰ
ﾊﾟｰｸ裾野改修事業費の増など
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平成30年度　主要事業（将来投資・新規・継続）の概要

１．主要事業 事業費集計表
(単位：千円）

事業数 事業費 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

 　   事  業  費  合  計 　  3,106,922 435,859 45,397 706,700 113,161 1,805,805 （A)

   　① 将 来 投 資 事 業 25 事業 806,508 134,815 21,931 260,900 22,970 365,892 （B)

(うち新規事業) 5 事業 59,257 2,125 57,132

　   ② 新   規   事   業   23 事業 754,706 168,585 18,968 198,200 49,869 319,084 （C)

   　③ 継   続   事   業  37 事業 1,545,708 132,459 4,498 247,600 40,322 1,120,829 （D)

【参考１】　 前年度比較表　　　　　 (単位：千円）

77 事業 2,472,207 367,480 47,952 547,800 67,494 1,441,481 （a)

8 事業 634,715 68,379 △ 2,555 158,900 45,667 364,324

25 事業 623,351 76,571 24,150 268,700 2,000 251,930 （b)

183,157 58,244 △ 2,219 △ 7,800 20,970 113,962

10 事業 225,424 43,885 5,000 117,700 17,580 41,259 （c)

13 事業 529,282 124,700 13,968 80,500 32,289 277,825

42 事業 1,623,432 247,024 18,802 161,400 47,914 1,148,292 （d)

-5 事業 △ 77,724 △ 114,565 △ 14,304 86,200 △ 7,592 △ 27,463

【参考２】　 歳入一般財源比較表 (単位：千円）

予算額
財政計画
計上額

差　引
前年度
予算額

差　引

13,681,822 13,351,593 330,229 13,450,843 230,979

市税 10,338,600 10,226,000 112,600 10,159,000 179,600

譲与税等 1,890,106 1,789,263 100,843 1,871,343 18,763

基金 981,116 864,330 116,786 910,500 70,616

繰越金 250,000 250,000 200,000 50,000

市債※ 222,000 222,000 310,000 △ 88,000

　差引（新規事業） D-d

85 事業

　　　 H29当初予算(② 新規事業) 

　差引（新規事業） C'-c 

　　　 H29当初予算(③ 継続事業) 

内

訳

内

訳

 H29当初予算(① 将来投資) 

　差引（将来投資） B-b 

歳　入　総　額

H29当初予算(事業費合計) 

　差引（合計額） A-a

※減収補てん債・臨時財政対策債などの特例債
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２．主要事業一覧表 (単位：千円）

事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

3,106,922 435,859 45,397 706,700 113,161 1,805,805

1.「住みたいまち裾野」のまちづくり“共生” 2,179,235 280,605 15,194 563,000 74,572 1,245,864

（１）裾野市らしいデザインのまち　すその 20,466 460 20,006

総合計画・総合戦略策定・管理事業（みらい会議） P 52

シビック
プライド

(222)

地域公共交通網形成計画策定事業 P 52

(222)

【新規】公共交通ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ等運行事業 P 52

(222)

立地適正化計画策定事業 P 140

シビック
プライド

(860)

北部まちづくり計画事業 P 140

シビック
プライド

(860)

緑の基本計画改定事業 P 145

シビック
プライド

(880)

6,729

2,995

2,780

まちづくり課

6,269 まちづくり課

　職住近接防災ｽﾏｰﾄｼﾃｨを目指した住宅地を創出するために、都市計画
（地区計画・農政協議・河川協議等）に係る関係機関との協議を実施する。

《 将来投資 》

企画政策課

4

《 将来投資 》

　人口減少を見据えた持続可能な集約・連携の都市づくりを推進するた
め、都市全体を見渡しながら居住や医療、商業など生活ｻｰﾋﾞｽ施設を緩や
かに誘導するための計画を策定する。

　ﾊﾞｽ路線退出申出のあった路線沿線地域の利便性維持を図るため、路
線定期運行型の乗り合いﾀｸｼｰを一年間運行し、実態調査と、将来の展望
を調査研究する。

1

《 継続 》

　まちの魅力を広く市民が共有する場、行政の取組み状況を行政が報告
し、市民が確認する場として開催し、第4次裾野市総合計画後期基本計画
及び裾野市総合戦略の進捗管理を行う。

640

2,995 まちづくり課
　平成15年度策定の緑の基本計画の改定に際し、市内全域の緑地の保
全・緑化の推進を総合的に展開するため、緑に関するﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝを見直す
とともに、市内全体の公園の配置、緑の推進施策について検討する。（H29
年度～H30年度）

3,5225

《 将来投資 》

3,522

事　　業　　　(事業概要） 事 業 費

3

《 新規 》

3,800

2

《 将来投資 》

640
　当市の公共交通の実態調査と、将来の展望を調査研究し、地域公共交
通の中長期的な取り組みを示し、人口減少、少子高齢化に対応する「地域
公共交通網形成計画」を策定する。
【裾野市地域公共交通活性化協議会事業】

企画政策課

6

460

2,780 企画政策課

3,800
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事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

（2）住みたくなるまち　すその 2,061,659 280,145 15,194 512,000 53,372 1,200,948

JR岩波駅ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化整備事業 P 52

(222)

住民票等ｺﾝﾋﾞﾆ交付事業 P 63

(245)

東富士演習場無線放送施設設置助成事業 P 75

(298)

【新規】ﾍﾙｼｰﾊﾟｰｸ裾野大規模改修事業 P 84

(338)

裾野赤十字病院助成事業 P 95

(401)

新ｴﾈﾙｷﾞｰ機器等（防災・減災対応型）設置補助事業 P 71

(420)

新火葬施設整備事業 P 101

(421)

69,719 44,899

42,691

73,000

9,650

44,825 生活環境課　長泉町と共同で、平成33年度中の供用開始を目指した火葬施設を整備
するため、裾野市長泉町衛生施設組合に負担金を支出する。

44,825

11,391 健康推進課　開館から16年が経過し設備関係の更新時期を迎えていることから、浴場
等の天井、換気設備、電気機械等の休館を伴う大規模改修を実施する。

14,900 9,920 戦略広報課　防災行政無線のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化に伴う機器、施設の更新のため、平成27～40
年度までの14年間で市内全域の防災行政無線をﾃﾞｼﾞﾀﾙ施設に更新する。
平成30年度には、親局（無線機）と中継局、再送信子局を整備する。

《 新規 》

《 継続 》

《 継続 》

31,300

9,650 生活環境課　地球温暖化防止対策と防災および減災対策を推進するため、新ｴﾈﾙｷﾞｰ
機器の購入費用に対して助成する。

73,000 健康推進課　市民生活の安心・安全のため、裾野市赤十字病院に対し救急医療事業、
医療機器購入費、医師の事務負担軽減を目的とした職員の配置に対して
助成する。

122,938 企画政策課　誰もが安心安全に岩波駅を利用するため、駅構内にｴﾚﾍﾞｰﾀｰ等を整備し
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化を図る。また、通勤時の混雑緩和のために、上り専用のﾎｰﾑの
新設工事に対して助成する。【工期：Ｈ29～32年度】

8,162

8

《 継続 》

12

11

7,080 市民課　市民ｻｰﾋﾞｽの向上を図るため、ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞを用いて住民票等をｺﾝﾋﾞﾆｴ
ﾝｽｽﾄｱで取得できるｻｰﾋﾞｽを提供する。

7,080

事　　業　　　(事業概要） 事 業 費

《 将来投資 》

13

《 将来投資 》

7 131,100

9

《 継続 》

10
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事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

福祉保健会館改修工事 P 104

(409)

住宅建設等促進事業 P 123

(701)

（仮称）神山深良線整備事業 P 133

(803)

【新規】平松踏切道外1改良事業 P 133

(803)

【新規】市道2001・2006号線整備事業 P 134

(809)

橋梁長寿命化修繕・耐震補強事業 P 135

(812)

市道1-26号線整備事業 P 138

(832)
20 9,143

建設管理課/
まちづくり課84,668　都市計画街路平松深良線整備に伴う通過車両の生活道路への流入を

防ぐため、平松深良線（公文名工区）の終点部と市道1－4号線（農免道
路）間を整備する。

《 新規 》

《 継続 》

《 将来投資 》

建設管理課

34,000

建設課/
建設管理課

　市街化区域内未利用地の宅地化をはかり利便性・防災性を向上するた
め、東西地区（市街化区域）道路整備計画に基づき、水窪地先の市道2001
号線及び市道2006号線を拡幅整備する。

4,400

41,525

87,560

18 38,686 25,000

110,600　道路橋の安全性の向上及び延命化を図るため、定期点検及び工事を実
施する。また、地震等の大規模災害時でも通行が可能になるように橋の耐
震補強工事を実施する。

8,300

19 229,217

17 3,000

16 46,253

986

293 30,764

3,000 建設管理課　歩行空間の確保等通学路の交通安全対策及び踏切道の拡幅による事
故対策を図るため、平松外1地先等の踏切拡幅に向け調査を実施する。

38,200 8,053 建設管理課
　朝夕の渋滞解消のため、深良地先の市道1-4号線（農免道路）と御殿場
市神山地先の道路を整備し、交通の円滑化を図る。
（計画総延長　L ＝2.43km）

《 将来投資 》

《 新規 》

《 継続 》

131,500

《 継続 》

105,200 20,000 6,300 健康推進課　平成6年に建設され建築後23年が経過し老朽化が進んでいることから、
3ヵ年（平成29年度から平成31年度）をかけて大規模改修工事を実施する。
　平成30年度は外壁改修や自家発電の更新工事を実施する。

15,000 産業振興課

事　　業　　　(事業概要） 事 業 費

14

15 15,000　定住人口の増加及び地域経済の振興を図ることを目的として、住宅の新
築等に対して助成する。

-
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事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

宅地分譲促進事業 P 141

(863)

【新規】深良まちづくり支援事業 P 142

シビック
プライド

(864)

都市計画道路平松深良線（市道2-18号線）整備事業 P 138・144

(832・878)

【新規】空家等対策計画策定事業 P 148

(895)

富士山南東消防組合負担金事業 P 151

(901)

消防団等活動支援事業 P 151

シビック
プライド

(910)

【新規】消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車設置事業 P 151

(920)
18,00027

761,581
　二市一町（裾野市・三島市・長泉町）の消防救急体制の整備のための負
担金。
【Ｈ30主な事業：①新署所整備事業・②ﾎﾟﾝﾌﾟ車等車両整備・③裾野消防署
訓練棟外壁再塗装等　④公共施設等総合管理計画策定】

《 継続 》

1,050 まちづくり課

64,784

7,571 754,010

286 危機管理課　消防車両整備計画に基づき、民生安定消防施設設置助成事業により西
分団に消防ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車を配備する。

5,508 56,644 危機管理課　消防団の活動を更に充実強化し、推進していく為、消防団の装備品の整
備や、研修会等を開催する。

2,632

《 継続 》

《 新規 》

26,242 7,956

危機管理課

事　　業　　　(事業概要） 事 業 費

20,000 23,064
建設課/

建設管理課/
まちづくり課

267,769 73,205
　将来の交通需要及び市街地の発展に対応するため、
①市道2-18号線（深良地区と裾野駅周辺の市街地を南北に結ぶ幹線道
路）・②平松深良線（市民体育館前通りから千福公文名線、佐野茶畑線か
ら駅東通り）を整備する。

《 将来投資 》

26

10,000

　深良新市街地構想を推進するにあたり、これからのまちづくりの在り方
や、具現化に向けた手法について、市域全域の中から位置付けを考えら
れるよう深良地区を支援する。

《 新規 》

24 3,844

23

　市街化区域内の未利用地の優良宅地化を促進するため、基準を満たし
た宅地分譲事業に対して助成する。（40万円×25区画）

《 継続 》

《 将来投資 》

151,500

22 1,050

21 10,000 まちづくり課

25

3,844 まちづくり課　今後の増加が見込まれる空家について発生の予防から利活用を図るこ
となどの対応を推進するために計画を策定する。

-
 8
 -



事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

（3）文化資源を守り、育て、活かすまち　すその 97,110 51,000 21,200 24,910

【新規】市民文化ｾﾝﾀｰ大規模改修事業 P 184

(1088)

【新規】図書館駐車場整備事業 P 186

(1062)

運動公園設備改修事業 P 190

(1092)

【新規】総合ｸﾞﾗﾝﾄﾞ防球ﾈｯﾄ補修事業 P 190

(1092)
31

《 新規 》

4,700 4,700 生涯学習課

41,200

事 業 費

鈴木図書館　図書館北側に新たに駐車場を整備するとともに、老朽化した既設駐車場
の区画を見直し、駐車ｽﾍﾟｰｽの改善を図る。

30

《 継続 》

1,300 1,200

29

《 新規 》

55,030 13,830

100 生涯学習課　東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｷｬﾝﾌﾟ地誘致に係る整備の一環として、陸上競技場のﾄｲﾚを
洋式に改修する。

　生涯ｽﾎﾟｰﾂの推進及び安全性の確保を図るため、総合ｸﾞﾗﾝﾄﾞCｸﾞﾗﾝﾄﾞの1
塁側防球ﾈｯﾄを改修する。

9,800 20,000 6,280 生涯学習課
　開館から26年を経過したことから、安全性、機能性、省ｴﾈﾙｷﾞｰ性に優れ
た設備にﾘﾆｭｰｱﾙする。
　・会議棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ改修工事
　・特定天井落下防止対策（実施設計）

《 新規 》

28 36,080

事　　業　　　(事業概要）

-
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事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

２.すべての起点となるひとづくり“共育” 804,380 137,754 16,434 126,800 34,589 488,803

（1）人と人の関係を豊かにするまち　すその 92,532 166 3,304 89,062

ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進事業 P 46

シビック
プライド

(210)

定住・移住促進事業 P 46

シビック
プライド

(210)

ふるさと納税推進事業 P 46

シビック
プライド

(210)

【新規】富岡地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰﾘﾆｭｰｱﾙ事業 P 59

(254)

運転免許証自主返納者支援事業 P 71

(282)

【新規】女性目線等による避難所運営支援事業 P 72

シビック
プライド

(287)

【新規】民間社会福祉施設整備支援事業 P 81

(313)

510

《 将来投資 》

事　　業　　　(事業概要） 事 業 費

《 継続 》

　裾野市の名産品や観光施設招待券等を返礼品とした「ふるさと納税」制
度を活用し、市のＰＲと合わせて税収の増額を見込む。

《 新規 》

《 継続 》

《 新規 》

《 新規 》

33

《 将来投資 》

1,537 1,027

37

　裾野市のＰＲと共に移住・定住を促進するため、①首都圏PR広告　②移
住ｾﾐﾅｰ出展　③移住促進用ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの作成　等を実施する。

3,300 戦略広報課　市の魅力を創出し、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力や認知度のｱｯﾌﾟを図るとともに、県内外へ
戦略的な情報発信を行うため、市公式ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ“すそのん”の活用や
ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝなどの充実を図る。

危機管理課　平成29年度静岡県・南駿地域総合防災訓練で得た知見を活用し、女性・
子ども・障がい者等、要配慮者の目線をふまえた避難所運営方法を検討
する。

38 6,241

500 166 334

6,241 障がい福祉課　施設利用者の生活環境改善を図るため、社会福祉法人が御殿場地先に
計画する２施設の移転改築整備事業を支援する。

36 204

34 9,140 9,140 戦略広報課

35 8,627

204 危機管理課　高齢者の運転経歴証明書取得費用を助成し、運転免許証を自主返納し
易い環境を整えることにより、高齢者が関係する交通事故の減少を図る。

8,627 市民課　ｺﾐｭﾆﾃｨの拠点として活性化を図るため、老朽化が進む設備等を改修す
るとともに、地域の防災拠点とするため耐震補強を図る。

戦略広報課

32 3,300

-
 1
0
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事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

【新規】生涯学習ｾﾝﾀｰ指定管理事業 P 178

(1066)

市民協働推進事業 P 182

シビック
プライド

(1074)

きれいなまちづくり推進事業 P 182

シビック
プライド

(1074)

市民ｽﾎﾟｰﾂ振興事業 P 188

シビック
プライド

(1090)

《 新規 》

《 将来投資 》

《 継続 》

39 37,000

　市民の健康増進や競技振興のため、市民・市内ｽﾎﾟｰﾂ団体の活動や、ｽ
ﾎﾟｰﾂをする環境を整えるための支援を行う。

774 生涯学習課

2,460 10,195

12,554 生涯学習課

事　　業　　　(事業概要） 事 業 費

41 774

　市民ｻｰﾋﾞｽの向上と学習環境の改善を図るため、民間活力の導入による
管理運営方法に変更し、子どもから高齢者までの生涯学習活動を支援す
る。

生涯学習課40 12,655

　協働による「きれいなまちづくり推進事業（公共空間の環境美化活動）」を
推進する。

　市民活動団体による地域活動の支援のため以下の事業を行う。
・市民活動ｾﾝﾀｰ運営事業
・新しい公共を担う活動主体育成事業
・市民協働事業補助金
・地域づくり学習会補助事業

42 12,554

《 継続 》

37,000 生涯学習課

-
 1
1
 -



事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

（２）みんなで子育てするまち　すその 584,656 137,754 16,268 48,400 30,485 351,749

【地域少子化対策重点推進交付金事業】
　子育て支援講座開催事業
　(みらいのﾊﾟﾊﾟﾏﾏｽｸｰﾙ事業)

P 84

シビック
プライド

(340)

【新規】放課後児童室民間委託事業 P 86

(341)

【地域少子化対策重点推進交付金事業】
　地域における子育て支援体制強化事業
　（子育て相談支援員配置事業）

P 84

シビック
プライド

(340)

みんなで子育てするまち推進事業 P 84

シビック
プライド

(340)

幼児用補助装置（ﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄ）購入補助事業 P 84

(340)

子育て支援課

子育て支援課

事 業 費

200

46

《 継続 》

1,500

50047
　【目的変更：交通安全→子育て支援】
　ﾜﾝﾓｱﾍﾞｲﾋﾞｰの希望を実現するため、6歳未満の乳幼児が2人以上いる世
帯に対し、その2子目以降の乳幼児が使用する装置（ﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄ）の購入
に対し助成する。

550

14,40256,670 27,86614,402

《 新規 》

　保護者（育成会）の負担軽減及びｻｰﾋﾞｽの質の向上を図るため、現在各
児童室の保護者により設置されている「育成会」による運営を、希望する児
童室について、民間事業者による運営手法を導入する。

　子育てにやさしいまちの実現に向けて、地域全体が子育てを応援し、男
性も女性も家庭と仕事の両立ができる機運を醸成するため、ｲﾍﾞﾝﾄ・ｾﾐﾅｰ
等各種事業を長泉町と合同で実施する。

70

《 継続 》

500

950

45

《 継続 》

140 70

子育て支援課

子育て支援課

　子育て支援員をｲﾍﾞﾝﾄに配置することに加えて、保健師と連携の下、家庭
訪問を実施し、母親の孤立感や育児不安の解消に努める。

《 継続 》

410

44

210 子育て支援課43 　中学3年生を対象としたこれまでの講演会等の開催に加えて、地域の母
親ｻｰｸﾙと連携体制を構築し、地域の親子との交流や実際の妊娠・出産・
子育て等に関する生の情報を子どもに提供し、将来の結婚観・家庭観の醸
成、ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝの構築を図る。

事　　業　　　(事業概要）

-
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事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

【新規】高校生等医療費助成事業 P 84

(340)

認証保育所運営補助事業 P 89

(345)

【新規】小規模保育所施設運営補助事業 P 90

(345)

多子世帯子育て支援事業 20・21・22

(345・1045)

【新規】保育環境拡充事業 P88

(345)

【新規】御宿台保育園等指定管理運営事業 P89

(345)

【新規】民間保育施設整備促進事業 P90

(345)
54

《 新規 》

121,227 12,213 保育課

51 83,048

10,100

53

《 新規 》

188,000

52

　市民ｻｰﾋﾞｽの向上と保育環境の改善を図るため、民間活力の導入による
管理運営方法に変更する。

保育課

23,095 保育課

83,048

50 492

保育課　子育て環境を整備するため、市内の認可外保育所施設のうち、一定の基
準を満たす施設を認証し、運営費を補助する。

29,462 子育て支援課　安心して子育てが出来るまちを目指し、子育ての基盤力を高め、併せて
子育て期の経済的負担を軽減することを目的に、医療費助成を高校生等
まで拡大する。

492 保育課　待機児童解消対策の充実を図るため、小規模保育所の施設運営費を補
助する。

29,535 158,465 保育課

《 将来投資 》

23,095

48,400181,840

　子育てにやさしいまちの実現に向けて、①待機児童の通年解消　②要支
援児童保育の充実　③育休退園の廃止　等保育環境の拡充を図る。

　保育環境の改善を図るため、私立保育園が計画する施設整備事業（改
築）を支援する。

《 新規 》

《 継続 》

　多子世帯の子育てを支援するため、保育園、幼稚園の利用者負担額を
第二子半額、第三子以降無料にする。

《 継続 》

事　　業　　　(事業概要） 事 業 費

49 10,100

48 29,462

《 将来投資 》

-
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事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

【新規】産婦健診・産後ｹｱ事業 P71

(402)

【地域少子化対策重点推進交付金事業】
　恋来い支援ｾﾝﾀｰ運営委託事業

P182

(1074)

図書館読書推進事業 P187

(1062)

【ふじのくに地域少子化突破戦略応援事業】
　子育てﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ　～本を核として子育てする取組～

P187

(1062)

58 692

2,525

57

《 継続 》

1,557

56

《 継続 》

2,500

1,557

　産後うつの予防や新生児への虐待防止等を図る観点から、出産後間も
ない時期の産婦に対し健康診査を行う。また、出産後の母親及びその新
生児が、保健指導を必要とする場合、母体を保護し、保健指導等のｻｰﾋﾞｽ
を提供する事業を行う。

1,250

2,125

346 346 鈴木図書館
　未就学児と保護者に対し継続した子育て支援を行い、父親が積極的に
親子読書（家庭での読み聞かせ）に興味を持ち子育てに関わることを目的
とし、①ｾｶﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ事業(2歳児に絵本のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ）、②子育て関連ﾌﾞｯｸﾄﾚｰﾄﾞ
(絵本の交換会、子育て講座)、③暗闇図書館等の魅力あるｲﾍﾞﾝﾄを実施す
る。

健康推進課

生涯学習課

事 業 費

鈴木図書館

4,650

1,250

《 継続 》

55

《 将来投資 》

　恋来い支援ｾﾝﾀｰにおいて、結婚相談事業（婚活のためのｲﾍﾞﾝﾄ含む）
と、民間の主体事業（①体験婚活事業（おとなの部活）・②出会いの場創出
事業（裾ｺﾝ））を統合した総合支援を行う。

事　　業　　　(事業概要）

　親子の交流や本に触れる機会の増加を図りつつ、図書館の継続的な利
用を促進するため、以下の事業を実施する。
①ﾌｧｰｽﾄﾌﾞｯｸ事業
②子ども連れ親子交流促進事業
③ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰﾄｰｸ・作家の講演会企画運営事業
④親子読書推進・子育て支援事業

-
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4
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事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

（３）子ども達の生きる力を育むまち　すその 127,192 78,400 800 47,992

裾野市平和都市宣言に伴う中学生広島派遣事業 P 44

シビック
プライド

(201)

幼児を対象とした外国文化ふれあい事業 P 89・173

シビック
プライド

(345・1045)

いじめ問題対策連絡協議会等運営事業 P 155

シビック
プライド

(1005)

ほんものとふれあう学習事業 P 155

シビック
プライド

(1006)

「学びの森」運営事業 P 155

(1005)

1,800
学校教育課
生涯学習課　児童・生徒が文化・芸術を鑑賞したり、外部講師（ﾄｯﾌﾟｱｽﾘｰﾄ・芸術家な

ど）の講演を聴くなど、ほんものとふれ合う機会を設定する。

48 学校教育課

【いじめ問題対策連絡協議会】
　いじめ防止推進のために、関係機関及び団体との連携を図り、いじめ防
止のための対策を推進する。
【いじめ問題対策専門調査委員会】
　いじめに関する「重大事態」が発生した場合、教育委員会の附属機関とし
て、事実関係に関する調査を行う。

2,987 保育課

行政課800 2

61

《 継続 》

48

60
　保育園・幼稚園に外国語指導助手（ALT）を配置し、挨拶や簡単な会話、
歌、ｹﾞｰﾑを楽しむことを通じて、幼少期から外国語や異文化に慣れ親しむ
機会をつくる。

事　　業　　　(事業概要） 事 業 費

　平和都市宣言に伴い、平和への願いと意識の醸成を図るため、市内中
学校の代表生徒を広島に派遣し、体感したことを広く伝える。

《 継続 》

2,987

59

《 継続 》

802

62

《 継続 》

1,800

10,415 学校教育課
　子どもに質の高い教育を提供していくために、「学びの森」を設置・運営す
る。「学びの森」では専門的な指導員を配置し、①教職員の研修体制の充
実 ②学校と地域の連携協力の推進 ③児童生徒、保護者との教育相談 に
あたる。

63

《 継続 》

10,415

-
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事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

学力向上ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事業 P 156

シビック
プライド

(1006)

富岡第二小学校屋内運動場危険改築事業 P 157

(1011)

【新規】深良小学校校舎耐震・長寿命化改修事業 P 157

(1011)

【新規】富岡第一小学校校舎耐震・長寿命化改修事業 P 157

(1011)

【新規】深良中学校受水槽改修事業 P 166

(1030)

【新規】西中学校普通教室不足解消調査事業 P 166

(1030)

【新規】吹奏楽ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ運営事業 P 185

シビック
プライド

(1088)

68

《 新規 》

800

67

《 新規 》

35,000

事　　業　　　(事業概要） 事 業 費

500 生涯学習課　児童・生徒に活躍の場を提供し、ﾁｰﾑの協調と他校との交流を図るため、
市内の団体が実施していた事業を継続して実施するもの。

教育総務課　耐震診断の結果、耐震性能が劣ることが判明したため、改築用地の購入
及び建設に向けての実施設計等を行う。

《 将来投資 》

800 教育総務課
　老朽化した深良中学校受水槽の改修に向け、実施設計を行う。

26,200 8,800 教育総務課　耐震診断の結果、耐震性能が劣ることが判明したため、耐震補強工事に
向けての実施設計を行う。

69

《 新規 》

3,000 3,000 教育総務課

66

《 新規 》

20,000

　自主的な学習を希望する児童生徒の指導のために、放課後や夏休みに
学力向上ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを配置し、きめ細やかな学習支援体制をつくる。

65

《 将来投資 》

51,000

64 840

　生徒の教育環境の維持を図るため、今後不足することが見込まれる西中
学校普通教室の確保に向け、調査・設計を実施する。

70

《 新規 》

500

840 学校教育課

15,000 5,000 教育総務課　耐震診断の結果、耐震性能が劣ることが判明したため、耐震補強工事に
向けての実施設計を行う。

37,200 13,800

-
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事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

３．まちやひとを豊かにする産業づくり“共栄” 123,307 17,500 13,769 16,900 4,000 71,138

（１）企業・事業所とともに歩むまち　すその 51,000 12,500 38,500

中小企業支援事業 P 124

(701)

企業立地促進事業 P 125

(711)

【新規】工場立地適地調査事業 P 125

(711)
1,000 産業振興課　企業の誘致を促進し地域経済の活性化を図るため、新たな事業適地の

調査研究を推進する。

《 将来投資 》

1,000

35,000 産業振興課
　企業の誘致及び立地維持を図るため、事業用地取得費、建物機械設備
取得費等に対し助成する。

73

　産業の発展や多様化を促進するため、経営革新・技術開発、販路拡大等
に取り組む市内中小企業に対し、利子補給や補助等の支援を実施する。

事　　業　　　(事業概要） 事 業 費

71 2,500 2,500

12,500

《 継続 》

72

《 将来投資 》

47,500

産業振興課

-
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事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

（２）地域資源を活用した豊かな産業のまち　すその 44,769 5,000 16,900 4,000 18,869

地域農業担い手支援事業 P 114

(608)

景観作物促進事業 P 115

シビック
プライド

(611)

地域戦略作物活性化事業 P 115

(608)

【地方創生推進交付金事業】
　裾野市発　屋上緑化推進事業

 P 114・115

(608)

深良柏木田・西原耕地ほ場整備事業 P117

(622)

県営林道裾野愛鷹線整備事業 P120

(653)

1,900 農林振興課
　将来の農業の担い手を確保するため、農業用機械・施設導入費用や販
路拡大のための展示会出展費用等に対して助成する。

1,600

5,270 農林振興課　平成27年度から地方創生事業として、軽量・薄層技術による付加価値の
高い緑化作物の栽培方法を確立するため、試験ほ場の整備、栽培に取り
組んでいる。平成30年度は事業者組織の運営支援の継続とともに、販路
開拓・拡大等による収益力の強化を図り、緑化作物の特産化・雇用の拡大
を目指す。

農林振興課

78 1,800

2,500 農林振興課
　農業の6次産業化と特産物の創出を図るため、そばや薬用作物（薬草
等）を地域戦略作物に位置づけ、作付け等に対して補助を行う。

77

200 農林振興課農業基盤整備による営農環境改善のため、県営による深良柏木田・西原
地区ほ場整備事業費の一部を負担する。

事　　業　　　(事業概要） 事 業 費

《 将来投資 》

《 継続 》

74

《 将来投資 》

1,900

《 継続 》

10,270

1,330 農林振興課75 1,330

15,300 1,700　愛鷹山麓地域の既存林道を結ぶ森林基幹林道（総延長約18ｋｍ）を整備
することにより、林業振興を図る。（事業期間約18年）

5,000

79

《 継続 》

17,000

76

《 継続 》

2,500

荒廃農地の解消及び有効活用を図るため、景観作物を栽培する団体に対
し、費用の一部を補助する。

-
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事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

交流人口拡大ｲﾍﾞﾝﾄ事業 P126

シビック
プライド

(720)

体験型観光ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ事業 P127

シビック
プライド

(720)

ｽﾎﾟｰﾂﾂｰﾘｽﾞﾑ事業 P126

シビック
プライド

(720)

【新規】ふじのくに静岡ﾃﾞｨｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ事業 P126

(720)
83

《 新規 》

1,963 1,963 産業振興課
　観光交流人口の増加を目的に、静岡県下一斉に開催するﾃﾞｨｽﾃｨﾈｰｼｮﾝ
ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（H30年度から3ヵ年）に参加し、効果的な情報発信に取り組み、市
の魅力を高める取り組みをｱﾋﾟｰﾙする。
　（平成30年度：前年・平成31年度：本番・平成32年度：ｱﾌﾀｰ）

事　　業　　　(事業概要） 事 業 費

81

《 継続 》

1,500 1,000 500 産業振興課
　地域資源を活用し、更なる裾野市の魅力を発信するため、「おんぱく」形
式の参加型ｲﾍﾞﾝﾄを実施する。

80

《 継続 》

4,296 3,000 1,296 産業振興課　地域資源を活用した観光振興を図るため、「ﾊﾟﾉﾗﾏﾛｰﾄﾞ」「中央公園」「市
内ｺﾞﾙﾌ場」を活用した観光ｲﾍﾞﾝﾄを開催し、交流人口の拡大を目指す。

産業振興課82

《 将来投資 》

2,210 2,210

　【目的変更：ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ→産業振興】
　観光産業の振興を図るため、ﾌｭｰﾁｬｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑU-12ﾄﾚｾﾝ研修改
や太陽生命ｳｨﾒﾝｽﾞｾﾌﾞﾝｽﾞｼﾘｰｽﾞ富士山裾野御殿場大会に代表されるこれ
までの大会等誘致に加え、首都圏からの距離的優位性や富士山の壮麗な
景色と山麓の標高を活かし、陸上競技の「準高地ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ」合宿誘致やｻｲ
ｸﾙｽﾎﾟｰﾂ誘客を促進する、。

-
 1
9
 -



事業 財  源  内  訳 頁

№ 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 担当課
事業
コード

（３）働くひとのチャレンジを応援するまち　すその 27,538 12,500 1,269 13,769

【地方創生推進交付金事業】
産業連携地域ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ運営事業
　（産業基本計画に基づく産業の活性化）

P 124

シビック
プライド

(710)

【ふじのくに地域少子化突破戦略応援事業】
　女性の就業・起業支援実施事業

P124

シビック
プライド

(710)

事　　業　　　(事業概要） 事 業 費

12,500 産業振興課　富士山のすそ野で分野を越えたｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝが起こるまちとして魅力を高
め、新たな事業創造や起業を呼び込み続ける地域、企業と地域産業の連
携促進を図るために設立された「産業連携地域ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ」を活用し推進
する。
　同時に個人事業者及び中小企業の起業や販路拡大を支援し、市内産業
の活性化を図るため、専門機関と連携した相談会等を実施する。

85

《 将来投資 》

2,538 1,269

84 25,000 12,500

1,269 産業振興課

　女性の働きやすい就業環境をつくり、女性の起業を支援するための調査
や女性に特化した起業・就業相談等の事業を実施する。

《 将来投資 》

-
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平成30年度主要事業

21

「住みたいまち裾野」のまちづくり

“共⽣”

すべての起点となるひとづくり

“共育”
まちやひとを豊かにする産業づくり

“共栄”

裾野市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略

 JR岩波駅バリアフリー化整備
事業

 新⽕葬施設整備事業

 (仮称)神⼭深良線整備事業

 平松踏切道外１改良事業

 深良まちづくり⽀援事業

 都市計画道路平松深良線整
備事業

 富岡地区コミュニティセン
ターリニューアル事業

 ⼥性⽬線等による避難所運
営⽀援事業

 ⾼校⽣等医療費助成事業

 保育環境拡充事業

 産婦健診・産後ケア事業

 ⻄中学校普通教室不⾜解消
調査事業

 ⼯場⽴地適地調査事業

 産業連携地域プラット
フォーム運営事業

 屋上緑化推進事業

 スポーツツーリズム事業

 ⼥性の就業・起業⽀援実施
事業

-
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「住みたいまち裾野」のまちづくり “共⽣”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

JR岩波駅バリアフリー化整備事業

22

 誰もが安⼼安全に岩波
駅を利⽤するため、駅
構内にエレベーター等
を整備しバリアフリー
化を図る。

 通勤時の混雑緩和のた
め、上り専⽤ホーム新
設⼯事へ助成

【H30年度予算】1億3,110万円（内県補助⾦816万円）

将来

年 度 内 容
平成29年度 ⼯事設計、⽀障移転など

平成30年度
地上駅舎・上り線ホーム・多機能トイレ新
設、内⽅線付き点状ブロック設置などの⼯
事

平成31年度 通路施設、駅舎移転などの⼯事
平成32年度 エレベーターなどの⼯事・年度末供⽤開始

完成イメージ

（企画部 企画政策課）継続

※【総事業費】 3億6,770万円（内県補助⾦2,625万円）
【H29】3,920万円【H31】1億3,180万円【H32】6,560万円

-
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「住みたいまち裾野」のまちづくり “共⽣”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

新⽕葬施設整備事業

23

将来

 ⻑泉町と共同で、平成
33年度中の供⽤開始を
⽬指した⽕葬施設を整
備

 裾野市⻑泉町衛⽣施設
組合に負担⾦を拠出

事業内容が分かる写真等

【H30年度予算】4,483万円（市単独費）

 基本計画の⾻⼦案

（環境市⺠部 ⽣活環境課）

完成イメージ

敷地⾯積 17,200㎡
延床⾯積 2,560㎡
構造 地上2階建・鉄筋コンクリート造
⽕葬炉数 4炉＋増設炉1炉

施設 告別室2室・収⾻室2室・
待合室4室・多⽬的室1室 等

 スケジュール
H29〜H30年度 基本計画・基本設計・実施設計

H31〜H32年度 ⼊札・⼯事着⼿

H33年度中 供⽤開始

※市町負担割合（裾野市：55.47％・⻑泉町：44.53％）

継続

-
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「住みたいまち裾野」のまちづくり “共⽣”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

（仮称）神⼭深良線整備事業

24

 裾野市深良地先湖尻峠
⼊⼝交差点から、御殿
場市神⼭⼩学校付近を
繋ぐ道路整備事業

 朝⼣の渋滞解消
 三島市から裾野市・御
殿場市・⼩⼭町に⾄る
新たな広域幹線道路の
開通

【H30年度予算】4,625万円（内地⽅債3,820万円）

将来 （建設部 建設管理課）

L=2.43km

神⼭⼩

湖尻峠⼊⼝

 計画総延⻑ L ＝ 2.43km
 計画幅員 W ≒ 11m（2⾞線道路）
 事業期間 平成29年度〜平成38年度

※ 1⼯区事業として、平成29年度から平成33年度に、
裾野市から御殿場市間L＝ 1.5kmの整備を⽬指す

裾野市側の起点となる場所
の写真等

継続

※H38年度までの概算総事業費：約35億円
※市負担割合（裾野市：35%・御殿場市：65%）

裾野市深良地先起点裾野市深良地先起点

L=1.5km
【1⼯区事業】
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「住みたいまち裾野」のまちづくり “共⽣”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

平松踏切道外1改良事業

25

新規

 歩道空間の確保等通学
路の交通安全対策及び
踏切道の拡幅による事
故対策を図る。

 踏切道への歩道設置等
を⾏う。

【H30年度予算】300万円（市単独費）

 歩道設置・踏切拡張 等
（市道2‐45号：平松地先・市道1706号：深良地先）

（建設部 建設管理課）

H33年度以降の事業化に向けた調査を実施

H29年度 踏切道改良促進法により改良すべき踏切道に
指定（2箇所：平松踏切道・新川踏切道）

H30年度 事前調査

H31年度 概略設計、鉄道事業者と協議

H32年度 鉄道事業者と改良⽅法の合意・国へ改良計画
の提出

H33年度
以降

事業化（詳細設計・⽤地買収・⼯事等）
※防災・安全交付⾦対象
（特に重点配分を⾏う事業）

 スケジュール

-
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「住みたいまち裾野」のまちづくり “共⽣”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

深良まちづくり⽀援事業

26

将来 新規 CP

 深良新市街地構想実現
への取組み

 これからのまちづくり
の在り⽅や、具現化に
向けた⼿法について、
市全域からの位置付け
を考えられるよう深良
地区を⽀援

【H30年度予算】105万円（市単独費）

 深良地区主催ワークショップの開催

（建設部 まちづくり課）

 第1回テーマ「深良の⼦どもたちに引き継ぎたい
地域像の共有」

 第2回テーマ「10年後、20年後の姿を考える」

≪H29年度≫

☞事業の「進め⽅や具体的取組」についての⽀援
 予定するテーマ
「これからのまちづくりの在り⽅」
「みんなで考えるまちづくりの実現に向けて」

≪H30年度≫

ワークショップを重ね、深良のまちづくりに多
くの⽅々に関わってもらい、今後のまちづくり
に向け、事業推進が図れるよう⽀援

地域が主体となったまちづくりを⽀援

-
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「住みたいまち裾野」のまちづくり “共⽣”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

都市計画道路平松深良線（市道2‐18号線）整備事業

27

将来 継続

 主要幹線道路の整備

【H30年度予算】2億6,777万円

（建設部 建設課・建設管理課・まちづくり課）

① 市道2‐18号線（深良地区
と裾野駅周辺市街地を南
北に結ぶ幹線道路）

② 平松深良線（市⺠体育館
前通りから千福公⽂名線

③ 平松深良線（佐野茶畑線
から駅東通り）

 H30年度整備箇所

路線名 計画延⻑ H30年度末供⽤開
始予定区間

①市道2‐18号線 L = 820m L = 113m
②(都)平松深良線 L = 337m L = 337m
③(都)平松深良線 L = 215m L = 50m

（内国庫補助：7,320万円、地⽅債：1億5,150万円、
その他財源：2,000万円）

平松深良線平松深良線

①市⺠⽣活の利便性向上
②良好な住環境の整備
③渋滞の解消

-
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すべての起点となるひとづくり “共育”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

富岡地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰﾘﾆｭｰｱﾙ事業

28

新規

 富岡地区のｺﾐｭﾆﾃｨの拠
点として活性化を図る。

 ⽼朽化が進む設備等を
回収し、地域の防災拠
点とするため、耐震補
強を図る。

 施設のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化を進
め、⾼齢者にも利⽤し
やすい施設とする。

富岡⽀所の写真

（環境市⺠部 富岡⽀所）

H32年度にリニューアル⼯事完了予定

 リニューアル会議（H28年度2回開催）
富岡地区住⺠・各種団体の代表者によるワーク
ショップにて意⾒聴取

【H30年度予算】863万円（市単独費）
※概算事業費：約1億3,500万円

H30年度 基本設計

H31年度 実施設計

H32年度 ﾘﾆｭｰｱﾙ⼯事着⼿⇒⼯事完了

 スケジュール

富岡⽀所

 施設利⽤者対象アンケート調査の実施

 ⼦どもから⽼⼈まで集まれ
る場所

 展⽰・イベントができる場
所（⾃由に開放的な）

 気軽に誰でも⼊り易い場所

-
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すべての起点となるひとづくり “共育”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

⼥性⽬線等による避難所運営⽀援事業

29

新規 CP

 H29県・南駿地域総合
防災訓練で得た知⾒を
活⽤し、⼥性・⼦ど
も・障がい者等の要配
慮者⽬線を踏まえた避
難所運営⽅法の検討

（環境市⺠部 危機管理課）

【H30年度予算】50万円
（内県補助⾦17万円・その他財源33万円）

 H29総合防災訓練の成果を整理

 県「指定避難所を活⽤した要配慮者受け⼊
れモデル（東部モデル）」の研究

 庁内横断的な連携を図り、⼥性のほか要配
慮者対応等の課題や⽅法を検討
 避難所運営ハンドブック作成

 地区・団体等による検討内容の実施・検証

 継続的な取組みのための仕組みづくり

 各地区での実践

裾野モデルの避難所運営⽅法を構築

-
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すべての起点となるひとづくり “共育”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

⾼校⽣等医療費助成事業

30

将来 新規

 安⼼して⼦育てが出来
るまちを⽬指し、⼦育
ての基盤⼒を⾼める。

 ⼦育て期の経済的負担
を軽減する。

事業内容が分かる写真等

（健康福祉部 ⼦育て⽀援課）

【H30年度予算】2,946万円（市単独費）

 診療時の⾃⼰負担⾦
※助成内容は、従来のこども医療費助成と同様

医療費助成対象を⾼校３年⽣相当まで拡⼤

対象 学⽣・就労者を問わず⾼校⽣相当年齢まで
※⾼校⽣相当年齢･･･18歳を迎えた次の3/31まで

⼊院 無料
⾷事療養費標準負担額は助成

通院 1回 500円（⽉2回まで）

 ⼦育て基盤⼒の向上
 保護者の経済的負担軽減による住⺠満⾜
度の上昇

-
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すべての起点となるひとづくり “共育”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

保育環境拡充事業

31

将来 新規

 保育環境の拡充

（健康福祉部 保育課）

【H30年度予算】2,310万円（市単独費）

 保育⼠配置⼈数の拡充
 配置⼈数を、H29年度と⽐較し8⼈増

 近年、年度当初の待機
児童はゼロだが、年度
途中での受け⼊れが難
しく、待機児童が発⽣

（5⽉以降の待機児童：15〜20⼈/年）

 新年度当初の職員配置
に関し、予め⼈数を拡
充し、年度途中の受⼊
追加に対応

平成30年度当初に保育⼠を拡充して配置

 年度途中の申込みに対応可能
※ 年間の待機児童ゼロを⽬指す

 育児休業取得に伴う退園廃⽌に効果
 ⽀援の必要な児童に対する保育の充実
 年度当初の保育環境（例：園児が不慣れで
落ち着かないなど）が充実

※ H29年度配置⼈数98⼈
（内42⼈はH30年度保育園指定管理で対応）

※ H30年度必要配置⼈数56⼈＋ 8⼈で64⼈確保

-
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すべての起点となるひとづくり “共育”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

産婦健診・産後ケア事業

32

将来

 産後うつの予防や新⽣
児への虐待防⽌等を図
る観点から、出産後間
もない時期の産婦に対
し健康診査を⾏う。

 出産後の⺟親及びその
新⽣児が、保健指導を
必要とする場合、⺟体
を保護し、保健指導等
のサービスを提供する
事業を⾏う。

事業内容が分かる写真等

（健康福祉部 健康推進課）

【H30年度予算】465万円（内国庫補助⾦212万円）
※⺟⼦健康衛⽣費国庫補助⾦

市内の産婦を対象に2つの助成制度を構築
事業 産婦健診 産後ケア事業

⽬的

出産後間もない時期の産
婦のからだとこころの健
康状態を確認するため実
施する、産婦健康診査に
対する助成

分娩施設退院後から⼀定
の期間に、助産院等にお
いて助産師等の看護職が
主となり⾏なう、⺟⼦に
対する⼼⾝のケアや育児
のサポートに対する助成

対象者
裾野市に住⺠登録のある
産婦（県外での⾥帰り主
産等も対象）

裾野市に住⺠登録のある
産婦と新⽣児及び乳児

対象
健診等

概ね産後2週間及び
1ヶ⽉の産婦健康診査

助産院等で実施する
宿泊型のサービス

助成額
分娩施設等で実施する産
婦健診1回につき5,000円
（最⼤2回まで）

利⽤料1泊15,000円のう
ち、10,000円を助成

新規

-
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すべての起点となるひとづくり “共育”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

⻄中学校普通教室不⾜解消調査事業

33

新規

 ⻄⼩・南⼩の児童数等
から推測すると、平成
33年度以降、⻄中の普
通教室が不⾜する。

 ⽣徒の教育環境維持を
図るため、⻄中普通教
室を確保する。

（教育部 教育総務課）

【H30年度予算】300万円（市単独費）

① 特別教室棟の新設
② 校舎内特別教室改良により普通教室2クラス

分を確保
③ ⽼朽化した卓球場の配置検討

平成32年度までに、普通教室2クラス分を確保

 ⽣徒数・クラス数の推計
H30 H31 H32 H33 H34 H35

⽣徒数 403 423 422 475 493 512
ｸﾗｽ数 13 14 14 16 16 16

H30年度 基本設計

H31年度 実施設計

H32年度 ⼯事着⼿⇒⼯事完了

 スケジュール

-
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まちやひとを豊かにする産業づくり “共栄”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

⼯場⽴地適地調査事業

34

将来 新規

 新富⼠裾野⼯業団地
（4区画）・今⾥⼯業
⽤地（1区画）は、全
て企業進出済

 企業誘致の促進
 地域経済の活性化
 新たな事業適地の調査
研究

（産業部 産業振興課）

【H30年度予算】100万円（市単独費）

 市内⼯業⽤地不⾜
 遊休地情報の枯渇

今⾥⼯業⽤地

新たな⼯業⽤地創出の調査・研究を開始

法規制・都市計画・
⽤途地域などの
制約

 法規制・市上位計画・地勢・地質や道路
状況等の様々な要因を勘案し、⼯業⽤地
創出の調査研究を実施

 ⼀団地を形成できる可能性があるエリア
を選択し、事業⽤地等適地とする可能性
の検討
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まちやひとを豊かにする産業づくり “共栄”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

産業連携地域プラットフォーム運営事業

35

将来 CP

 産業基本計画に基づく
産業の活性化

 富⼠⼭のすそので分野
を超えたイノベーショ
ンが起こるまちとして
魅⼒を⾼める

 産業連携地域プラット
フォームの運営⽀援

 起業や販路拡⼤の⽀援
 専⾨機関と連携した相
談会等の実施

事業内容が分かる写真等

【H30年度予算】2,500万円（内国庫補助⾦1,250万円）

 産業連携地域プラットフォームの拠点「い
わなみキッチン」の運営

 ⽴地企業、地元企業・事業所、農家など分
野を越えてオープンに対話する場の創出・
提供

 産業団体や⾦融機関などとの情報交換、各
種勉強会、企業OB⼈材を活⽤したビジネ
スコンサルティングサービスの提供

 市が実施する商⼯業や農業向けのビジネス
⽀援メニューなどを⼀体的にアドバイス

いわなみキッチン

※地⽅創⽣交付⾦

企業、
事業所

地域の事業者
（飲⾷店、商
店、デザイ
ナーなど）

農業者
関係機関（商⼯会、森
林組合、観光協会、農
協、⾦融機関など）

市

（産業部 産業振興課）継続
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まちやひとを豊かにする産業づくり “共栄”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

裾野市発 屋上緑化推進事業

36

将来

 地域の強みを活かし、
継続的な地域経済の⽣
産性を向上

 農家の後継者育成や新
規就農者の確保

 地場産品の⾼付加価値
化・ブランド化・農作
物の6次産業化及び販
路拡⼤が必要

【H30年度予算】1,027万円（内国庫補助⾦500万円）

いわなみキッチン

（産業部 農林振興課）

 軽量薄層緑化技術の調査研究

実施主体：裾野市環境緑化事業協同組合

 ⽣産体制強化

東京オリンピック・パラリンピックを契機に、屋上
緑化事業について、軽量薄層緑化技術の開発と緑化作
物の栽培を⾏い⾸都圏に売り込むことで、農業者の収
益拡⼤、荒廃農地の解消、新産業の創出を図る。

 育苗圃場、試験施⼯箇所の経過観察と検証
 販路開拓、拡⼤
 他事業者との連携による販路開拓及び拡⼤
 展⽰会、商談会等への出展による商品ＰＲ
 企業訪問等

 緑化作物の選定と薄層緑化⽤の育苗
 苗⽊等の現地⽣産（裾野産）の検討

継続

※地⽅創⽣交付⾦
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まちやひとを豊かにする産業づくり “共栄”

将来 新規 継続 CP

事
業
概
要

事
業
費

主
な
取
組
み
内
容

スポーツツーリズム事業

37

継続 CP

 ⾸都圏から近いという
地理的優位性と富⼠⼭
麓の標⾼を活かした
「準⾼地トレーニン
グ」合宿誘致やサイク
ルスポーツ誘客を促進

 交流⼈⼝増加が期待で
きる⼤規模⼤会等の誘
致

 地域資源を活⽤した稼
ぐ⼒の創出

（産業部 産業振興課）

【H30年度予算】221万円（市単独費）

 来裾者おもてなし事業
 フューチャーフットボールプログラムU‐12トレセ
ン研修会の開催会場を予定

 太陽⽣命ウィメンズセブンズシリーズ関連
事業（ラグビースポーツフェスティバル）

 サイクリストの誘客や「準⾼地トレーニン
グ」適地としたスポーツ合宿誘致
 県内⾼校・実業団に陸上合宿を提案し、試験的利
⽤の実施等

全国各地から裾野市への集客が増加
各分野のアスリートが裾野市でトレーニング・
活躍しているという、市⺠の誇りが醸成
観光・スポーツ関連事業の新規顧客増加

将来
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まちやひとを豊かにする産業づくり “共栄”

将来 新規 継続 CP

事
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概
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⼥性の就業・起業⽀援実施事業

38

将来 継続 CP

 ⼥性の働きやすい就業
環境をつくり、⼥性の
起業を⽀援する。

（産業部 産業振興課）

【H30年度予算】254万円（内県補助⾦126万円）

 ⼥性起業ビジネス発表会

※少⼦化突破交付⾦

① ⼥性起業ビジネス発表
会

② ⼥性雇⽤情報の集約・
発信

③ ⼥性に特化した起業・
就業相談

 産業分野で活躍する⼥性同⼠の発表会を開催

 ⼥性雇⽤情報の集約・発信
 裾野市内で活躍する⼥性へのインタビューを実施
 ⼥性を雇⽤する起業へのアンケートや就業したい
⼥性へのアンケート調査を実施

 雇⽤情報を集め、情報発信できる仕組みづくり

 ⼥性に特化した起業・就業相談
 ⼥性の起業・就労個別相談会の実施

 事業期間
 H29年度からH31年度まで
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